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学習指導要領

学校の教育目標
・みずから学び、考えて行動する生徒
・思いやりのある、豊かな心を持った生徒
・健康で明るく、勤労と責任を重んじる生徒

【地域の実情】
【学校の実情】
【生徒の実態】
【教師の願い】
【保護者の願い】

学校の道徳教育の重点目標
　　　　・「特別の教科　道徳」の時間を要としつつ、奉仕体験や職業体験、校外学習など様々な体験活動を通　して、
　　　　　思いやりの心の育成をはかる

各学年の指導の重点

各教科 特別の教科　道徳 特別活動

総合的な学習の時間

令和５年度 江戸川区立鹿骨中学校　　道徳教育全体計画

国語

思考力の基となる言語感覚を養うとと

もに、優れた文学作品を通して、豊か

社会
歴史や現代社会の諸問題を学ぶこと
を通して、より良い自らの生き方を考

外国語

国際理解を深め、より良い社会の実現

美術
人間がこれまでに築いてきた美しいも

音楽
合唱などの取り組みを通して、協力性
を育てる

数学

論理的な思考力を育て、物事にねばり

強く取り組む姿勢を育てる

理科
自然の不思議さに驚き、真理を学ぶこ
とによって、生命尊重の態度を養う

保健体育

集団の規律を高め、ルールを守り、お

技術・家庭

作業を通じて、物事を工夫し、やり抜く

第１学年
新しい友達と友情を育み、挨拶を始
めとした基本的生活習慣を身につけ
る

第３学年
将来に向けて努力し、より良い
社会を築いていく一員としての

第２学年
職場体験を通して勤労の尊さを
知り、自らの学校生活に生かす

学級活動

学級で起きる問題をみんなで考

え、解決していくことによって、

学校行事

行事への取り組みを通して、地

域や学校への帰属意識を高める

生徒会活動

奉仕活動を通して、集団生活の

向上を図る

各学年の重点内容項目

１年

・B－(6) 思いやり
・A－(2) 節度・節制
・B－(8) 友情・信頼
・B－(7) 礼儀
２年

・B－(6) 思いやり
・C－(15) よりよい学校生活・集団生活
の充実

・C－(12) 社会参画・公共の精神
（13） 勤労

・D－(21) 感動・畏敬の念
３年

・B－(6) 思いやり
・A－(4) 希望・勇気・克己と強い意志
・C－(10) 遵法精神・公徳心
・D－(22) よりよく生きる喜び

指導方針

・一人一人の意見を尊重し、お互いの意見

の交流の中で、道徳的価値に気づかせる

・指導計画に基づき、日常生活における道

徳的心情を補充・深化・統合する指導を

工夫していく

指導の工夫

・様々な体験学習における生の体験・心情

を取り上げ、生徒が考えやすいタイムリ

ーで身近な題材を用意する

・音楽や映像など、生徒の興味関心を引く

教材を活用する

・学校公開や道徳公開講座など家庭や地域

の人々との連携を深め、外部講師として

参加してもらうなど地域の力も活用し、

環境整備
・学校内外の美化活動を行い、そ

の

体験を通して、奉仕の精神を養う

・落ち着いて学習活動に取り組める

推進体制

・道徳教育推進教師を中心に、学

校の全教育活動を通して全教師

が組織的に取り組む

生活指導
・挨拶などの基本的生活習慣を身に

つける

・生徒と教師の人間的なふれあいの

中で、道徳的実践力を高める

家庭・地域との連携
・道徳公開講座・保護者会・学校

公

開・学年通信などあらゆる機会

を

読書科

読書を通して豊かな感受性を育てる


